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液晶性化合物は分子の平均形状の異方性から棒状液晶（カラミ

チック液晶）及び円盤状液晶（ディスコチック液晶）に分類さ

れるが、単一化学構造で分子の異方形状が棒状—円盤状の互変に

よりカラミチック液晶及びディスコチック液晶間の両相を示す

ような系は見いだされていなかった。我々は、トリフェニレン

に６つのアルコキシアゾベンゼンをエステル結合を介して結合

させた化合物（1-Cn）が n = 11~16の同族体においてスメク

チック A及びカラムナー両液晶相間を熱及紫外光によって

エナンチオトロピックに相転移する事を見いだした。１）	 

このように両液晶性を示す場合の基板界面と自発的配向特

性の関係は大変興味深い。本研究では、1-C12（結晶—Colob

—SmC—SmA-Iso）及び 1-C14（結晶—Colr—SmA—Iso）につい

て、ガラス及ポリイミドコート基板における自発的配向性

を光学組織観察及 X線回折により検討した。 

	 SmA相では両化合物共に強いホメオトロピック配向性を

示した。光学組織観察ではアルキル炭素数が 12 と 14 で光

学組織変化が相違する。X線回折から SmA相におけるトリ

フェニレンに対するアゾベンゼン部の相対的配置（コンホ

ーメーション）が互いに異なり、同一の SmA相であっても

1-C12 及び 1-C14 の分子形状が各々棒状（rod-like）及び短

冊状（lath-like）となっていることが示唆された（Fig. 1）。この結果は Col-Sm 相転移の転移エン

タルピー挙動にも対応する。 
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Fig.1 Proposed molecular conformations 

in the Sm mesophases.   
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